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ひみつ１  大宮城はだれが作ったの？  大宮城はだれが作ったの？ 
  
富士宮市には、お城が７つあります。１．大宮城

おおみやじょう

 ２．稲子
いなこ

城
じょう

 ３．白鳥
しらとり

山城
やまじょう

 ４．南条館
なんじょうやかた

 ５．葛谷
くずや

城
じょう

 ６．高原城
たかはらじょう

 ７．井出館
いでやかた

です。今回は、大宮城について考えてみましょう。 
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です。今回は、大宮城について考えてみましょう。 
ところで、皆さんがイメージす

るお城はどんな形をしています

か？姫路
ひめじ

城
じょう

や松
まつ

本城
もとじょう

のように

高い天守閣
てんしゅかく

があり、天にそびえた

っていますか？これらのお城は、

江戸時代にたてられました。です

から国じゅうからよく見えるよう

に高くりっぱなお城を作りました。

しかし、大宮城はそうではありま

せん。江戸時代の前、戦国時代の

お城です。戦国時代は、日本中で

戦いがあったので、たくさんのお

城が作られました。静岡県だけで

も７００のお城があります。そのほとんどが戦国時代のお城です。敵に攻められ

お城を作りました。では、大宮城の中は、どうなっているのでしょう、ちょっと
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 まず、お城のまわりは、堀
ほり

で囲まれています。堀には水は入っていません。こ

をほった土で周りに高く、土塁
どるい

を築
きず

きます。大宮城に攻めてきた敵
てき

は、堀の下に

砲や弓で攻撃します。堀には、木の橋がかけられていますが、敵が来るとはずし

かれています。一の郭
くるわ

・二の郭・蔵屋敷
くらやしき

郭
ぐるわ

です。１つの郭が破られても、次の

す。このような工夫をすることで、少ない人数でも大宮城を敵から守ることができ

が出てきました。富士
ふ じ

信
のぶ

忠
ただ

です。 大宮城は、富士
ふ じ

氏
し

が作ったのですね。 
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少ない人数で守れるように

いて見ましょう。 
少ない人数で守れるように

いて見ましょう。 

富士氏がおさめて

いたころ (想像図
そうぞうず

) 

う堀を空堀
からぼり

といいます。堀

す。それを土塁の上から鉄

。お城の内部は、３つに分

に退
しりぞ

いて戦うことができま

す。おや、一の郭からお殿様
とのさま

う堀を空堀
からぼり

といいます。堀

す。それを土塁の上から鉄

。お城の内部は、３つに分

に退
しりぞ

いて戦うことができま

す。おや、一の郭からお殿様
とのさま

。 。 

  

。 。 



2  

・
大
宮
城
主 

・
今
川
義
元
家
臣 

 
ひみつ２  大宮城はどこにあったの？ 

 
 神田川の東、今の大宮小学校にありました。一の郭

くるわ

は、運動場・二の郭は、校舎
こうしゃ

・蔵屋敷
くらやしき

郭
ぐるわ

は、長屋門
ながやもん

か

ら蔵屋敷神社のあたりにありました。なぜ、ここに大

宮城があったとわかったのでしょう。古文書
こもんじょ

で大宮城

が大宮小のあたりにあったらしいとは、わかっていま

した。でも本当にわかったのは、このあたりを発掘
はっくつ

し

たからです。ほってみると、７世紀の古墳
こふん

時代
じだい

の家・

富士氏の館
やかた

・大宮城など何層
なんそう

にも分かれて出てきま

した。大宮城とよばれたころの堀や土塁のあと、井戸

や建物のあとなどもわかってきました。 

今の二中の横、城山
しろやま

公園のあたりにも堀や土塁のあ

とがあります。富士氏は、ここにも砦
とりで

をかまえ、大

宮城と連携
れんけい

して、武田軍の侵入
しんにゅう

を防いだのでしょう。 
 

◇ことばの説明 
○古文書・・・昔の人が書きのこした記録 

○古墳時代・・・日本に古墳（おもに前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

）が

作られた時代。３世紀半ばから７世紀末までの四

百年間をいう。 
○富士氏の館・・・富士氏が住んでいる家でもあり、

政治を行った場所でもある。 
○ 砦・・・軍事目的のために作られた小さくて、か

んたんな城 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

大宮城のまわり 

 
ひみつ３  富士信忠は、どんな人なの？ 

 
富士氏は、もともと浅間大社の大宮司

だいぐうじ

でした。しか

し、戦国時代になると、浅間大社を守るため、武士と

しての面も持つようになりました。そして、館に堀や

土塁を築き、大宮城に作り変えました。 
富士信忠は、自分の力だけでは、武田氏や北条氏に

対抗
たいこう

できないので、今川
いまがわ

義元
よしもと

の家臣となって、大宮

の地、浅間大社を守ろうとしました。 

桶
おけ

狭間
はざま

の戦いで義元が亡
な

くなると、武田信玄は、駿河
するが

の国に攻めてきました。信玄は、「大宮を制
せい

する者が、

駿河
するが

を制する」と、三回にわたって、大宮城を攻めま

した。富士信忠は、１万石あまりの大名でしたが、よ

く信玄と戦いました。しかし、最後には信玄に降伏
こうふく

し

て、武士はやめ、元の大宮司になりました。 
富士氏が、いつごろ大宮に住みだしたのか良くわか

っていません。１５世紀の古文書に富士長永
おさなが

と名前が

書かれています。これによって、室町時代には、富士

氏がいたことがわかります。それより前の富士氏につ

いは、なぞに包
つつ

まれています。はやく、新しい発見が

あるといいですね。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 しぶさわぼり 

 
 
 
 
 かんだいち 

 
 
 
 

－ －
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ひみつ４  大宮城はどうして今はないの？ 
 
天正１０年（１５８２）大宮城は、焼け落ちてしま

いました。大宮城を守っていた武田軍は、織田軍との

戦いに敗れ、大宮から甲斐
か い

（今の山梨県）に引き上げ

ました。そのとき、織田と同盟
どうめい

していた北条氏によっ

て、大宮城も浅間大社も焼かれてしまいました。 
それ以後、大宮城は、再建されることはありません

でした。なぜでしょう？それは、織田信長の後、徳川

家康が日本を１つにまとめ、戦国時代が終わったから

です。戦争はなくなったので、戦いのためのお城は、

作る必要がなくなりました。  
家康は、征夷大将軍になり、慶長８年（１６０３）江

戸に幕府を開きました。その後、「１
いっ

国
こく

１
いち

城令
じょうれい

」によ

り、１国に１つのお城を残し、その他のお城はこわす

という法律を作りました。ますます、大宮城再建の必

要が、なくなりました。大宮城のあとは、今、大宮小

学校になっています。 

大宮城年表 

 

年 できごと 

１５世紀 

 

戦国時代 

 

1561年 

(永
えい

禄
ろく

4年) 
1568年 

(永禄11年) 

 

1569年 

(永禄12年) 

 〃 

 

 〃 

 

 

 

1582年 

(天
てん

正
しょう

10年) 

富士氏、大宮小学校あたりに館をた

て、大宮の地を支配する。 
富士氏、館に堀や土塁を作り、大宮城

に改築
かいちく

する。 
富士信忠、大宮城の城代となる。 

 
12月9日武田軍、大宮城を攻める。
富士信忠、北条氏の支援を受け、城を

守る。 

2 月 1 日武田軍の穴山
あなやま

信
のぶ

君
きみ

が大宮城

を攻めるが、富士信忠これを守る。 

6月23日武田軍（信
しん

玄
げん

本隊）大宮城

を攻める。 
7月3日富士信忠、大宮城を武田軍に
あけわたす。 

武田軍、大宮城をさらに強固
きょうこ

に改築

する。 
大宮城・浅間大社焼け落ちる。（武田

軍が織田軍に敗れたことによる） 

まめ知識  大宮城にカイロがあった！？ 
 
ありました。戦国時代は、カイロとはいわずに、温

おん

石
じゃく

といいました。字のとおり火鉢
ひばち

で石を温
あたた

め、布に

くるみ、着物の中に入れました。    
下の写真を見てください。大宮城からでてきた温石

です。上のほうに丸いあなが開いていますね。何のた

めでしょう？これは、熱い石でやけどをしないための

工夫
くふう

です。火ばしを温石のあなに引っかけて、手元に

引き寄せ、布にくるみました。こうすると、やけどを

しないですみます。なかなかいいアイディアですね。 

大宮城から出てきた温石の種類は、滑石
かっせき

といいます。

滑石は、とてもやわらかく、あなもかんたんに開きま

す。 
戦国時代は、今より寒かったのかな？夜、敵が攻め

てこないように温石をふところに入れて見回りをした

のかな？想像するとわくわくしますね。 

大宮城のあとからは、温石以外にもお金・陶磁器
と う じ き

・

すずりなどたくさんの出土品
しゅつどひん

があります。当時の富士

氏は、これらのものを使えるほど力があったことがわ

かります。 

◇ことばの説明 
○火鉢・・・炭

すみ

を使って、へやを温める器具。今のス

トーブと同じはたらきをします。 
○火ばし・・・鉄で作られたはし。炭を足したり、炭

に灰
はい

をかぶせたりして、火の強さを調節した。 
○滑石・・・マグネシウムとケイ酸塩

さんえん

からできている

岩石。つめできずをつけられるくらいやわらかい。 
○陶磁器・・・土をねって固め焼いて作ったもの。日

本と中国両方のものが大宮城からは、発見されま

した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
           温石 

－ －



 
                                     
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
     大宮小学校運動場（一の郭）            大宮小学校校舎（二の郭） 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 長屋門━江戸時代のものを移築
いちく

━（蔵屋敷郭）          蔵屋敷稲荷（蔵屋敷郭） 

 
◇『第７号・大宮城のひみつ』は、次の資料をもとに作りました。 
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  1 『大宮城と富士氏展』 富士宮市郷土資料館／市教育委員会富士山文化課 2000 
  2 『元富士大宮司館跡』 富士宮市教育委員会／きうちいんさつ 2000 
  3 『大宮城発掘詳報１～９』 小岱史芳／岳南朝日 1998 
  4 『静岡県史 資料編 ６中世』 静岡県／ぎょうせい 1992 
  5 『富士宮歴史散歩』 遠藤秀男／緑星社 1980 
  6 『富士山をめぐる郷土の歴史』 遠藤秀男／上井出中学校 1965 
  7 『富士山信仰遺跡展』 富士宮市郷土資料館／市教育委員会富士山文化課 2003 
  8 『史話と伝説―富士郡―』 松尾書店編／松尾書店 1958 
  9 『中世の伊豆・駿河・遠江』 小野正敏編／高志書院 2005 
   10 『古城 第５１号』 川村晃弘編／静岡古城研究会 2006 
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